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「糖鎖」はグルコースなどの単糖が10個程度繋がった「鎖」のような分⼦。例えば皆さんがよく知っている⾎液型も細胞（⾚⾎球など）の
表⾯にある糖鎖の形によって決まっています。

糖鎖ってなに？
⼩胞体 ゴルジ体

新⽣糖タンパク質
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空間へ分泌

正常 ○

異常 ×フォールディング
タンパク質はその機能を発揮するために

正しい構造へと折りたたまれる必要があります。
しかし，間違った構造へ折りたたまれる

場合もあり，それを区別するために
糖鎖構造が利⽤されます

プロセシング
糖を除去・付加する
ことによって様々な

構造の糖鎖を作ります

⾎液型の糖鎖

B型A型 O型

植物に含まれる糖鎖中のM3FX
構造は, スギ花粉アレルゲン特異的な
Th2免疫抑制活性をもつことが報告

されています。

植物抗原性糖鎖を多く含む
サトイモを⽤いて⼈⼯糖鎖
ポリマーを合成し, 免疫活性

測定を⾏っています。

花粉症の薬に応⽤できるかも…！

⼈⼯糖鎖ポリマーを⽤いた
免疫活性抑制解析

細胞質へ

aPNGaseを過剰に発現させた
トマトでは果実の成熟が早くなる

可能性が！？

aPNGaseの過剰発現体でトマト果実の
成熟促進の可能性が⽰唆された

→ ゲノム編集技術を⽤いてaPNGaseの⽋損体を
作製し, 果実成熟の遅れがあるかを研究中
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糖鎖はタンパク質や脂質に結合し、⽣体内で機能してい
ます。当研究室では「タンパク質に結合した糖鎖」や、
糖タンパク質から切り出された「遊離糖鎖」の⽣理機能
に焦点を当てて⽇々研究を⾏っています。

遊離糖鎖による
シャペロン様活性解析

私たちは，遊離糖鎖がタンパク質の⽴体構造の組み
⽴てを助けていると予想しています。ENGaseにより

⽣成した遊離糖鎖がパーキンソン病などの原因と考えられる
アミロイド凝集体の形成を阻害する活性をもつことを期待

しています。

植物の核・細胞質に
局在するレクチンの

糖鎖結合性および⽣理機能解析

アミロイド繊維の
コア構造

遊離型
N-グリカン

天然型 モルテングロビュール状態

⾃⼰重合

促進
阻害

タンパク質

糖鎖の遊離, 蓄積 異常タンパク質の分解

遊離糖鎖の⽣成メカニズム
糖タンパク質から糖鎖を遊離する酵素は3種類あり

ます。cPNGaseとENGaseは細胞質でフォールディング
に失敗した糖タンパク質から糖鎖を遊離する酵素で, aPNGase

は液胞で⽼化・変性糖タンパク質から糖鎖を遊離する酵素です。
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→海藻レクチンは, ⾍⻭菌と競合阻害による
⾍⻭の予防の可能性も!


